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「遺伝子組換え技術に関する意識調査結果」の概要 
 

◆目的 
  
わが国においては、遺伝子組換え作物・食品などが国民に受容されにくい状

況にある。これまで、一般国民や消費者などを対象とした意識調査は実施され

ている が、遺伝子組換え技術などに関して何らかの形で情報発信を行い、様々

の影響を与えていると思われる関係者（ステークホルダー）に関しての意識や

行動実態はほとんど明らかになっていない。 
 本調査では、遺伝子組換え技術などに関して「情報発信」を行っている「学

校教員」「研究者」「自治体職員」「メディア関係者」の４つのグループを対象と

した意識調査を実施し、意識と行動実態、課題などを明らかにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 1 遺伝子組換え技術・食品などの情報の流れ 
（黄色表示は、今回の調査対象） 
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◆意識調査の対象 
表１ 意識調査の対象 

調査グループ 学校教員 研究者 自治体職員 マスコミ 

調査対象 ○中学校の理

科、技術家庭

科の教員 

各１０００名

○高等学校の生

物、家庭科、

社会科の教員

各２０００名

合計８０００名

遺伝子組換え技

術、遺伝子組換

え作物・食品な

どに関連すると

思われる研究者

  

 

 

合計８００名 

４７都道府県の

「食品安全・衛

生」「農政」「消

費・生活」部門

の行政職員 

 

 

 

合計２８２名 

新聞社（全国

紙・地方紙）、専

門誌・紙などの

メディア関係者

 

 

 

 

合計１１０名 

調査実施時期 ２００８年１月 ２００８年２月 ２００８年２月 ２００８年３月

有効回答数 

（回答率） 

４０８０名 

（５１％） 

２４４名 

（３１％） 

１９７名 

（７０％） 

３６名 

（３３％） 

 
 
◆ 学校教員の意識調査結果 
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図２ 「遺伝子組換え作物・食品の安全性」についてどう思うか？

かなり安全 どちらかと

いえば安全

どちらかと

いえば危険
無回答かなり危険
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表２ 遺伝子組換え技術や遺伝子組換え作物・食品に関する学校教員の知識 

（黄色は、正解率が特に低いもの） 

 
 
 
 
 

設　　問　　文 正解率（％）

古くから行われてきた作物や家畜の育種(品種改良）において
も、遺伝子の入れ換えが起こっている【正】 62.1

毎日食べている米、野菜、肉･魚などの農産物にはすべて遺伝
子が含まれている【正】 91.0

遺伝子組換え技術によって導入された大豆の遺伝子は、遺伝
子組換えでない普通の大豆の遺伝子と同じように、体内で消
化･分解される【正】

69.8

遺伝子組換え作物には昆虫を殺す毒素を作るものがあり、こ
れを昆虫が食べると死んでしまうが、人間が食べても害はない
【正】

21.8

これまで遺伝子組換えの作物･食品を食べて健康被害を受け
た人がいる【誤】 26.0

一部の地域ではあるが、日本でも遺伝子組換え作物が商業栽
培されている【誤】 13.5

日本が海外から輸入しているトウモロコシや大豆には遺伝子
組換え品種も多い【正】 78.9

植物油に含まれる遺伝子組換え原料は、表示の義務がある
【誤】 22.2

原理など基礎知識

安全性・流通・制度
などの実態
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図３ 遺伝子組換え食品を食べてもよいと思うか？

食べてもよい 食べたくない 無回答
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（注）認知度：「知っている」＋「ある程度知っている」 
   受容度：「積極的に推進すべき」＋「積極的に推進すべき」 
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病害虫に強く農薬散布が少なくて済む遺伝子組

換え作物

これまでのものに比べて味や形が良い遺伝子組

換え作物･食品

遺伝子組換え技術を用いた医薬品の製造

健康増進や疾病予防に役立つ遺伝子組換え作

物・食品

不良環境に耐性のある遺伝子組換え作物

遺伝子組換え作物や微生物による汚染環境の

修復･重金属の回収など

遺伝子組換え作物によるバイオ燃料の生産

図４ 遺伝子組換え技術の応用に関する教員の認知度・重要度
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図５ 遺伝子組換え技術に関連した授業経験の有無

教えたことがある 教えたことはない
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表３ 遺伝子組換え技術に関連する授業内容（教科別比較） 

 （注）黄色表示は、４０％以上の項目を示す。 
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中学・理科 97.4 16.7 3.8 22.0 1.0 9.5 3.3 6.4 5.5 8.8 4.8 7.4 11.0

高校・理科(生物） 97.8 78.5 18.9 56.6 8.0 40.2 18.5 17.7 17.1 23.8 15.5 26.5 50.3

中学・技術家庭科 11.3 14.7 0.0 33.3 5.6 13.0 1.1 39.0 70.6 33.3 10.2 9.0 2.3

高校・家庭科 11.4 27.6 1.5 44.6 12.7 28.9 5.9 47.6 74.3 44.6 19.7 27.1 5.3

高校・社会科 33.6 22.3 2.2 41.7 11.7 21.9 6.7 31.0 42.7 36.0 17.4 38.7 19.8
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図６ 授業にのぞむ教員のスタンス
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表４ 今後の授業意向 

 

 

 

0 10 20 30 40 50 60

遺伝子組換えの安全性評価の根拠がわかりにくい

遺伝子組換えだけに十分な授業時間を割くことができない

実社会での遺伝子組換え作物の普及・利用状況に関する情…

遺伝子組換え技術の内容自体が難しい

遺伝子組換え作物のメリットについての情報が少ない

自分の担当教科以外の教科との連携が十分とれていない

書籍やインタ－ネットなどでリスクばかりを強調する情報が多い

書籍やインタ－ネットなどでリスクを明らかにする情報が少ない

組換えＤＮＡ実験のための予算が少ない

組換えＤＮＡ実験操作の安全面への配慮が必要

遺伝子組換え作物のメリットを強調する情報が多すぎる

課題や改善点は特にない

その他

図７ 授業の課題・改善点 （複数回答）
（％）
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無
回
答

中学・理科 25.1 15.4 0.4 39.4 1.3 11.2 7.2

高校・理科(生物） 48.3 4.1 0.4 38.1 0.2 2.6 6.3

中学・技術家庭科 15.2 25.3 1.4 28.8 1.4 21.5 6.3

高校・家庭科 24.7 11.7 1.1 47.1 0.7 9.1 5.6
高校・社会科 57.8 43.9 14.4 23.6 3.7 11.2 0.2

報が少ない
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図８ 「もっと深く教えたい」「今後は教えたい」の主な理由
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◆ 研究者の意識調査結果 
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遺伝子組換え技術の安全性に関する国民的コン

センサスが得られていない

世の中に遺伝子組換え技術に関するネガティブな

情報が多い

遺伝子組換え技術研究に関する国の方針が明確

でない

技術の社会的影響などについて、研究者が意識し

てこなかった

研究者自身が遺伝子組換え技術の安全性に否定

的な見解をもっている

図10 遺伝子組換え技術の基礎が評価されない理由（研究者の認識）
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遺伝子組換え技術の有用性についての知識の

普及

遺伝子組換え技術の安全性研究成果の周知･

普及

学校の授業を通じて遺伝子組換え技術の理解

の増進

世界の遺伝子組換え技術研究レベルの周知

国民各層を巻き込んだ遺伝子組換え研究に関

するミーティング開催

図13 基礎研究を推進する上での国の役割

（研究者の意識）
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遺伝子組換え作物の有用性に関する国民理解

の促進

遺伝子組換え作物の安全性の確保について国

が取り組んでいることの周知徹底

第三者機関における遺伝子組換え作物の安全

性保証制度などの整備

遺伝子組換え作物の利用実態に関する情報周

知

リスクコミュニケーションの手法開発および充実

国産の遺伝子組換え作物の実用化･普及促進

特許や技術情報管理体制の充実

図14 実用化研究を推進する上での国の役割

（研究者の認識）



12 

◆ 自治体（都道府県）職員の意識調査結果 
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図15 遺伝子組換え作物・食品の安全性イメージ
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消費者の安全性に対する理解

メディアなどの報道姿勢･論調

農家(生産者）のニーズ

交雑防止条例など法的な枠組み

遺伝子組換え作物に対する国の姿勢

日本の食料事情への理解

国産の遺伝子組換え技術や独自の遺伝子組換え作物の開発

その他

わからない

図17 地域において遺伝子組換え作物栽培の是非の判断要因（上位3項目）
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◆メディア関係者の意識調査結果 
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海外の動向

関連する業界団体
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図19 メディアの情報源
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安全性に対する国の明確な方針

国民がわかりやすい食品表示の提供

省庁横断的な情報サイト

わかりやすく紹介したパンフレット作成

育種に関する歴史的な情報提供

メディア関係者を対象として遺伝子組換え圃場の見学情報

図20 国への要望（メディア関係者）


